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令和5年度決算の概要3 問財政課☎620・1612

一般・各特別会計のいずれも黒字に！

　昨年度は、長期化する物価高騰等への対応を継続し、

厳しい経済状況にある市民生活や事業活動等への支援に

取り組んだよ。「財政の健全化」を確保のも

と、「安全・安心」「豊かさ・幸せ」を実感

できる「次なる茨木」の実現に向けた取組を

着実に推進したんだ。

歳入 歳出 繰越 差引

1,197.4 1,175.4 10.2 11.8

一般会計 （単位:億円）

会計名 歳入 歳出 繰越 差引

財産区 56.5 2.5 54.0

国民健康保険事業 274.2 267.0 7.2

後期高齢者医療事業 51.5 49.5 2.0

介護保険事業 224.9 221.5 3.4

特別会計 （単位:億円）

基金（貯金）残高　

（年度） 

（単位:億円）

府内都市平均（政令市除く、R5年
度の値は茨木市試算による暫定値）
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経常収支比率 92.6％

（単位:億円）

特定目的基金

財政調整基金

建設債

赤字補てん債
（臨時財政対策債等）

基金残高・市債残高の推移

経常収支比率・ビルド＆スクラップ

　「特定目的基金」はおにクルの建設やごみ処理施設の長寿

命化等の財源として活用したから、残高は113億円になっ

たよ。また、災害や急激な財源不足等に備えるための「財政

調整基金」は、昨年度は物価高騰対策等のため

に活用した一方で、適切に積み立てた結果、残

高は79億円を維持したんだね。

　「建設債」は、おにクルの建設や小・中学校体育

館の空調設備、中学校給食センターの

整備等への活用により増加した一方

で、「赤字補てん債」は借入額以上に返

済したことから減少しているのだ。

　数値が低いほど、市民ニーズ

への対応力があることを示す「経

常収支比率」の推移を示してるん

や。昨年度は、府内平均値より低

い値となっているけど、福祉経

費等が増加したことにより、数

値が1.5ポイント上昇したんや

な。引き続き「ビルド＆スクラッ

プ」の実践等、財政

の健全化の取組を進

めていくで。

レッド

グリーン

オレンジ

ブルー

ビルド
＆

スクラップ

「ビルド＝市民サービスの向上を図る新たな事業を実

施」するために、「スクラップ＝既存事業の見直し」を

しながら進めること
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市債（借金）残高　

私たちと一緒に見ていこう！
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　「ふるさと納税」とは、ふるさとや

応援したい自治体への寄附ができる

制度ですが、市民の方が他の自治体

に寄附をした場合、市民サービスを

支える市の税収が減少するという側

面があります。昨年度のふるさと納

税による市税の減収額は13.9億円

で、直近5年で約2倍となっています。

ふるさと納税による市税の減収額
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